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別紙標準様式（第６条関係） 

会 議 録（案） 

会議の名称 令和３年度第１回枚方市社会福祉審議会 児童福祉専門分科会 

開催日時 令和４年２月８日 
開始時刻 １４時００分 

終了時刻 １５時３０分 

開催場所 枚方市市民会館 ３階 第４会議室 

出席者 

会長：大西委員 

副会長：冨岡委員 

委員：荒委員、枝村委員、遠藤委員、岡本委員、肥田委員、平林委員 

欠席者 高田委員、玉野委員、仲委員 

案 件 名 

【案件】 

 （１）第３次枚方市ひとり親家庭等自立促進計画に基づく令和２年度の

施策の進捗状況について 

 （２）第３次枚方市ひとり親家庭等自立促進計画の総括について 

 

提出された資料等の 

名称 

資料１   第３次枚方市ひとり親家庭等自立促進計画令和２年度事業 

      進捗一覧（案） 

資料２   第３次枚方市ひとり親家庭等自立促進計画 総括（案） 

参考資料１ 枚方市社会福祉審議会児童福祉専門分科会委員名簿 

決   定   事   項 

第３次計画における令和２年度事業の進捗確認及び第３次計画の総括につ

いて確認し、第４次計画における各事業の取り組みにつなげることとし

た。 

会議の公開、非公開の

別及び非公開の理由 
公開 

会議録の公表、非公表

の別及び非公表の理由 
公表 

傍聴者の数        ０人 

所管部署 

（事務局） 
子ども未来部 子ども青少年政策課 
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審  議  内  容 

【大西会長】 

 それでは、定刻になりましたので、ただいまより、令和３年度第１回枚方市社会福祉審議会児童

福祉専門分科会を開催いたします。 

本日は今年度の第１回目の分科会ということで、委員の皆様の中には、前委員から交代され、初

めてご出席いただける委員もおられます。 

 後ほど、事務局から本日ご出席の委員のご紹介をいただいた上で、審議へと入っていきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

本日の議題ですが、「案件１」といたしまして、本分科会に諮問を受け審議し、平成 28 年３月

に、枚方市で策定されました「第３次枚方市ひとり親家庭等自立促進計画」における令和２年度の

進捗状況について、および「案件２」といたしまして、同じく「第３次枚方市ひとり親家庭等自立

促進計画」の総括について、ご意見を賜りたいと考えております。 

なお、本日は、午後３時 30 分頃には終了したいと考えておりますので、委員の皆様にはスムーズ

な進行にご協力をお願いいたします。 

それでは、事務局から本分科会の委員のご紹介、また、事務局の職員についても併せてご紹介を

お願いいたします。 

 

【事務局】 

皆様、こんにちは。 

本日はお忙しい中、お集まりいただき誠にありがとうございます。 

事務局を担当しております、子ども青少年政策課 課長の漆原でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

本日の会議につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、室内の換気を行

い、席の間隔を十分に空けた上で、アクリル板を設置しております。また、審議中につきまして

は、マスク着用の程よろしくお願いいたします。 

 それでは、はじめに、子ども未来部次長の菊地より、ご挨拶を申し上げます。 

 

（子ども未来部次長よりあいさつ） 

 

【事務局】 

それでは、本日の分科会が、今年度初めての開催となっており、また、新たに就任された委員も

いらっしゃいますので、改めて、会長も含めまして、委員の皆様を順にご紹介させていただきま

す。 

  

（委員紹介） 

 

続きまして、恐れ入りますが事務局の職員を紹介させていただきます。 

 

（事務局紹介） 
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【大西会長】 

ありがとうございます。 

皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、続きまして、事務局から委員の出席状況 及び 資料の確認をお願いいたします。 

 

【事務局】 

本日の委員の皆様の出席状況ですが、出席委員は７名で「枚方市社会福祉審議会条例」第７条３

項の規定に基づき、本分科会が成立していることをご報告申し上げます。 

続きまして、お手元の資料の確認をさせていただきます。 

  

（資料確認） 

 

【大西会長】 

それでは、本日の議題へと入ってまいりたいと思います。 

まず、はじめに、案件１「第３次枚方市ひとり親家庭等自立促進計画に基づく令和２年度の施策

の進捗状況について」、事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局から、案件１について説明） 

 

【大西会長】 

 ありがとうございます。 

 ただいま、事務局から案件（１）について説明がありましたが、内容につきましてご意見、ご質

問はございますでしょうか。 

 ４ページの「現状維持」を「継続推進」という表現に変えたのは、「現状維持」はここで終わり

というような印象があります。この先もより良いものにしていきたいということであれば「継続推

進」という表現の方がふさわしいのではないかということで修正されました。 

 皆様、何かご意見はございますでしょうか。 

 

【肥田委員】 

資料１の 16 ページにある「ひとり親家庭等日常生活支援事業」は、予定があらかじめわかってい

るものなら対応できると思うのですが、突然の利用には対応できるのでしょうか。 

 

【事務局】 

基本的に、利用者には利用の２日前に申し込んでもらうようにお願いしていますが、例えば、冠

婚葬祭のうち「葬」などの予定があらかじめわからない急な利用にも対応できるように、派遣事業

者と調整し、できる限り利用いただけるように努めています。 

 

【荒委員】 

資料１の 18 ページにある「専門相談員による青少年相談」について、枚方公園青少年センターの

他にも、ひきこもりなどの青少年相談を実施している場所はあるのでしょうか。 
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【事務局】 

枚方公園青少年センターの他にも、「子どもの育ち見守りセンター」でもひきこもり相談を実施

しています。     

 

【荒委員】 

できることなら枚方公園青少年センターと同じような相談できる施設を他にも設置していただき

たいと思います。また、青少年センターの２階ロビーの自習スペースは、高齢者の方々が将棋・囲

碁を指すのに利用しており、地域の高齢者の居場所になってスペースが埋まってしまっていると聞

いています。若者の居場所として機能しきれていないため、青少年に特化した場所であってほしい

と考えています。 

 

【岡本委員】 

親だけが相談窓口に来られるなど、親と子どもの関係などがうまくいっていないと感じることが

あります。相談窓口には、親子で訪問することはないのでしょうか。親だけで相談にくる場合は、

どのような支援を行っているのでしょうか。 

 

【事務局】 

最初は親だけが相談に来ることが多いのですが、相談回数を重ねていくうちに親と一緒に子ども

さんも相談窓口に来所されることが多いと感じています。親だけで相談窓口に来られた場合につい

ても、相談だけで終わることはせずに、ひきこもりの家族の会など、親同士の横のつながりも築け

るように案内しています。ひとり親の方で時間の都合などで来所できない場合も、オンラインでの

やり取りをしています。 

 

【遠藤委員】 

資料１の 20 ページにある「子ども食堂」について、子ども食堂に取り組んでくれる団体が増えて

いるのはうれしいことだと思っています。 

 子ども食堂では高齢者も集まって、子どもと一緒にご飯を食べるなど、なくてはならない存在で

あると感じています。しかし、子ども食堂の団体はボランティアでなんとかつながっている状態な

ので、今後、枚方市がどこまで支援して、継続していけるのか、今後もきめ細かく更なる支援をお

願いしたいと思います。 

 

【平林委員】 

資料１の 26 ページにある「母子・父子自立支援員による就業相談」について、児童扶養手当の案

内にひとり親相談と就労相談の案内チラシを同封して、制度の周知を図っているとのことですが、

どのような成果、効果が出ているのでしょうか。あまり成果が出ていないのであれば、次にどのよ

うな方法で周知に取り組もうと考えているのか教えていただければと思います。 

 

【事務局】 

正確な件数まではカウントしていないのですが、チラシを見て、相談に来た、電話をしたという

声を聞きますので、一定の効果はあるのではないかと考えています。  
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【平林委員】 

今後、拡充していこうとする取り組み、例えば、特設会場を設けて、相談を受けるような方法も

検討していただければと思います。 

 

【枝村委員】 

枚方市では子ども食堂に取り組んでおられますが、食料配付のような支援はしているのでしょう

か。私が電話相談を受けている中では、食料の支援をしてほしいとのニーズが結構あります。枚方

市において、食料支援をしている情報があったら教えてください。 

 

【事務局】 

ひとり親に限る支援ではありませんが、枚方市役所の健康福祉総合相談担当で食料支援を行って

います。子どもの育ち見守りセンターにおいても、相談を受ける中で、食事に困っているような話

があれば、総合相談担当へつないでいるところです。 

 

【肥田委員】 

枚方市社会福祉協議会でも食料の支援をしていました。その他にも、ひとり親家庭を対象とした

小学校入学時のランドセル費用の一部補助もしています。 

 

【枝村委員】 

相談を受ける中で、相談相手が住んでいる市町村の社会福祉協議会の情報を見ながら、案内をし

ています。食糧支援をしている情報などがもっとオープンになれば非常に助かります。 

 

【大西会長】 

 ありがとうございます。「第３次枚方市ひとり親家庭等自立促進計画に基づく令和２年度の施策

の進捗状況について」は、ここまでとしたいと思います。 

それでは、続きまして、案件２「第３次枚方市ひとり親家庭等自立促進計画の総括について」、

事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局から、案件２について説明） 

 

【大西会長】 

ただいま、事務局から、「第３次枚方市ひとり親家庭等自立促進計画の総括について」、説明を

いただきました。ご意見・ご質問などがあればよろしくお願いいたします。   

 私からひとつよろしいでしょうか。資料２の２ページに、北部リーフを平成 29 年度に開設し、子

ども・子育て支援相談窓口の充実を推進しましたとありますが、どのくらいの相談件数があったの

でしょうか。 

 

【事務局】 

本日は担当課が不在で、手元にも件数がわかる資料がないため、確認して、後日お知らせしま

す。 



6 

 

【冨岡委員】 

資料２の１ページにあるショートステイ・トワイライトステイの表で、令和２年度にひとり親家

庭の利用件数が大幅に増えていますが、何か理由があるのでしょうか。 

 

【事務局】 

きちんと検証したわけではないのですが、コロナ禍で保育所や学校が休園・休校になり、平日に

預けるところがないため、利用件数が多くなったのではないかと考えています。 

 

【大西会長】 

 資料２の７ページにあるひとり親家庭医療費助成対象者等の表について、対象者数が減少してい

ますが、全体的なひとり親世帯数が減っていることと関連していると考えていいのでしょうか。 

 

【事務局】 

 そのように考えております。 

 

【大西会長】 

資料１の 34 ページ、資料２の６ページにそれぞれ児童扶養手当の給付についての表があります

が、資料１は令和３年３月末現在、資料２は各年 12 月 31 日現在となっています。資料によって同

じ実績の基準日が違うのはわかりにくいと思います。 

 

【事務局】 

資料１は令和２年度単年の実績として、資料２は５か年を通しての実績としてまとめています。

基準日が資料によって違うため、わかりにくいかと思いますが、資料２の数字より資料１の数字の

方が 22人増えており、資料１は資料２の数字に３か月間追加した数字になっています。 

 

【大西会長】 

他によろしいでしょうか。 

活発なご議論をいただいているところ、大変恐縮ですが、議論につきましては、このくらいにさ

せていただきたいと思います。本日は、委員の皆様から、さまざまな貴重なご意見をいただきまし

た。 

事務局においては、本日挙げられました委員のご意見を踏まえ、現在、進めていただいている

「第４次 枚方市ひとり親家庭等自立促進計画」の効果的・効率的な取り組みにつなげていただきた

いと思います。 

それでは、「その他」としまして、事務局から何かありますか。 

 

【事務局】 

本日の資料等につきまして、ご不明な点などがございましたら、恐れ入りますが、２月 22 日（火

曜日）までに、メールや電話などにより、事務局までご連絡いただきますようお願いいたします。 

また、本日の会議録につきましては、事務局で案を作成したのち、皆様にメールまたは郵送でお

送りさせていただきます。 
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皆様にご確認いただき、その結果を会長と調整し、決定したものをホームページで公表していき

たいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局からは、以上でございます。 

 

【大西会長】 

ありがとうございました。 

それでは、令和３年度 第１回児童福祉専門分科会を終了いたします。皆様、本日は、お疲れさ

までした。 

 

 


